
 

 

 

 

 

 

               

 

「やりたい」を実現する力 
 

園長 北村 恵 

 

３学期に入り、最高気温が一桁台の日が増えています。うさぎ組の子供たちは今、「ゆげの

あさ」を歌っているのですが、登園してくると「はあっ」と息を吐いて、「本当にゆげが出た！」

と喜んでいます。園庭のメダカの水槽にも氷が張る日が増えてきました。氷や、雪、霜柱など

はこの時期しか出会えない大切な自然の贈り物なので、たくさん触れて冷たさや美しさ、不思

議さを実感して欲しいと思っています。 

１月の誕生会の中で年長児が、今頑張っていることを披露してくれました。投げゴマや羽根

つき、あやとり、お手玉などのお正月遊びもあれば、細かい制作が得意な幼児はドールハウス

やお化粧道具を見せてくれました。 

投げゴマを披露してくれたＡさんは、回るようになるまで、本当に毎日、１時間以上繰り返し

練習をしていました。巻くのはとても上手になったのですが、投げる時に力が入りすぎて、斜

めになったり逆さになったりしてしまい、うまくいきませんでした。私も、巻き方を逆にしてみた

ら？お椀のお湯をこぼさないようにそっと投げてみたら？と、うまくいきそうなコツを伝えてい

ました。その度に、伝えたことを繰り返し試していて、その根気にとても驚かされました。努力

の甲斐あって、誕生会では、無事にみんなの前で回すことができました。 

誕生会を見に来ていたうさぎ組のＣさんは、終わった後にも年長児に頼んで、お化粧道具

をじっくり見せてもらい、伸び縮みする口紅や、チップが付いているアイシャドウセットなどを

触らせてもらっていました。その後、うさぎ組の先生に材料のアイデアをもらったり手伝っても

らったりしながら、テーブルに立てて使えるような鏡を作り、その裏側に自分なりに見立てたお

化粧セットを作って、毎日嬉しそうにおうちごっこで使っています。 

ぱんだ組では、シール帳作りが流行っています。Ｂさんは、シール帳を貼ったりはがしたりで

きるものにしたいと考えて、時間をかけてページ１面に端から端までセロテープを順番に丁寧

に貼っていました。セロテープを貼ったとは思えないほどつるつるになった、ページの上に自分

で書いた小さな絵を切って、くるりんテープで止め、素敵なシール帳が出来上がりました。そ

の後、友達と嬉しそうにシール交換をしていました。 

 「やりたい」を実現するには、目当てをもつこと、あきらめない粘り強さや根気、助けてもらう

力、教えてもらったことを生かす力、自分で考える力、試したり工夫したりする力、などが必要

です。今年度担任の先生たちが、子供たちに大切に援助してきた力が、着実に育っている姿

が見られる年度末は、私たちにとっても、達成感が味わえる時期です。進級進学まで残り３０

日、さらに子供たち一人一人の力が輝けるよう、援助していきたいと思います。 
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